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任期：平成 24 年 9 月 30 日まで
美濃　導彦（新任）
任期：平成 24 年 9 月 30 日まで
◆副理事（国際交流推進機構長）◆副理事（情報環境機構長）
牧野　圭祐（再任）
任期：平成 24 年 9 月 30 日まで
中村　孝志（再任）
任期：平成 23 年 3 月 31 日まで
小森　　悟（再任）





任期：平成 24 年 9 月 30 日まで
遠藤　　隆（再任）
任期：平成 23 年 3 月 31 日まで
小寺　秀俊（再任）






























































































































































































































































平成22年5月 平成 22 年 7 月 平成 22 年 9 月
課程博士 論文博士 計 課程博士 論文博士 計 課程博士 論文博士 計
博士（文学） 3 1 4 － 2 2 3 2 5
博士（教育学） 2 － 2 2 － 2 1 － 1
博士（法学） － － － － － － 4 － 4
博士（経済学） － 1 1 1 1 2 － － －
博士（理学） 4 － 4 3 2 5 2 － 2
博士（医学） 10 3 13 10 － 10 7 1 8
博士（社会健康医学） － － － 1 － 1 2 － 2
博士（薬学） － － － － 1 1 1 － 1
博士（薬科学） － － － － － － 1 － 1
博士（工学） 6 1 7 5 1 6 31 4 35
博士（農学） 3 － 3 2 － 2 2 － 2
博士（人間・環境学） － － － 2 2 4 4 － 4
博士（エネルギー科学） － － － 1 － 1 6 － 6
博士（地域研究） － － － 1 － 1 2 － 2
博士（情報学） 1 － 1 3 1 4 3 － 3
博士（生命科学） 2 － 2 1 － 1 5 － 5
博士（地球環境学） － － － － － － 3 1 4












MUレーダ （ー中層・超高層大気レーダー: Middle 






























シアティブ統括ディレクター，C.H. Liu Academia 
Sinica, Vice PresidentおよびJuergen Roettger Max-























































































































College of General Education

































principle となっていたのが Liberal Arts の精神で
あったように思う。専門教育や基礎教育のほかに，
誰もが幅広く諸学問に触れ，その意味を問うものと
して Liberal Arts の位置づけはずっとあったし，GE
の一部でもあった。しかしその価値観は人と時代に
依存して，とりわけ日本では不安定であり続けたこ
























































































































































































































































































































































































































































































































































ロシアのHigher school of Economics数学部門な
どとは提携を結んでいます（交渉中を含む）。
３．大学院生が運営する合宿セミナー
学部や修士の学生も加わった，大学院生や若手
研究者の合宿セミナーを行っています。これらは，
本GCOEの支援のもと，大学院生等が主体的に運
営するもので，参加者は本学の学生に限らず全国
に広がっており，若い数学研究者に交流の場を提
供しています。
城崎新人セミナー，琵琶湖若手数学者勉強会，
解析系白浜研究集会，吉田塾（シニア・ジュニア）
というように，レベルと分野が様々なセミナーが
行われています。
４．多様な分野における人材育成事業
数学の博士課程を修了した後，狭い意味での数
学の研究者になる以外に，どのようなキャリアパ
スがあり得るかを探り，将来にわたって本学にお
ける数学の博士課程教育のデザインをすることに
役立てるのは，本GCOEの重要な目的の一つです。
これが「多様な分野における人材育成事業」で六つ
のプログラムがあります。
「保険数学」「生命科学に関わる数学」「経済に関
わる数学」「コンピュータと数学」「優れた中高教員
の育成」「若手数学研究者の教養課程教育の教育力
向上」の六つです。
このプログラムに沿った講義「数学と自然科学・
社会科学」を新たに設ける（集中講義形式の外部講
師を中心とした講義）：保険数学に関する講演会
や説明会を開催する：「計算機を用いた数学研究」
「離散解析幾何セミナー」「数理生命をテーマにし
た合宿セミナー」「数学史連続講演会」などの研究
と教育が融合した形でのセミナーや講演会を行
う：保険数学に関する教科書を作る。若手研究員
に学部教育の経験を積ませたり，学部初年級の演
習書を作ってもらったりする：大学院学生が教員
免許を取得し，教員になるのをサポートするプロ
グラムを教育関係の大学や教育委員会とも連携し
て行う理学研究科のプログラムを推進する：博士
課程学生を数理生命科学や数理経済学の研究室に
派遣し，数学と数学を使った諸学を同時に研究す
ることを推進する。
といった多くの事業を行っています。
 （理学研究科教授　深谷　賢治）
ERM（Enterprise Risk Management）セミナーの様子
多様な研究分野のつながり，研究と教育を
融合した将来へ向けた試み
「計算機を用いた数学研究」GCOEセミナーの様子
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